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人
間
国
宝 

隅
谷
正
峯
と
日
本
刀

大
正
十
年
一
月
に
生
ま
れ
、
昭
和
、
平
成
と

ご
活
躍
さ
れ
た
郷
土
の
刀
剣
作
家
隅
谷
正
峯
が
、

今
年
、
生
誕
百
年
を
迎
え
ま
す
。

隅
谷
正
峯
は
古
刀
の
再
現
、
特
に
鎌
倉
期
、

備
前
伝
一
文
字
派
に
代
表
さ
れ
る
「
重
花
丁
子
」

の
刃
文
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
華
麗
な
る
刃
文
や
地

鉄
を
そ
の
生
涯
に
渡
っ
て
探
究
さ
れ
ま
し
た
。

研
鑽
を
重
ね
、
正
峯
は
八
重
桜
の
花
び
ら
に
も

な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
華
麗
な
「
隅
谷
丁
子
」
と
呼
ば

れ
る
独
創
的
な
刃
文
を
若
く
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
と
し
て
認
定
さ
れ
た
後
も
そ
の
情

熱
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
生
涯
に
わ
た
り
日
本
刀

の
素
材
と
な
る
地
鉄
造
り
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。

今
季
の
特
別
展
で
は
、
自
身
彫
り
に
よ
る
大
身
槍

日
本
号
と
小
竜
景
光
の
写
し
を
は
じ
め
と
す
る
代
表

作
の
ほ
か
、
小
品
と
し
て
正
倉
院
刀
子
の
復
元
作

な
ど
を
紹
介
し
、
業
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

鎌
倉
時
代
の
作
や
一
門
の
作
品
も
同
時
に
展
示

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
鎌
倉
期

に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
特
別
展
の
詳
細
は
、
七
頁
）

隅谷正峯作太刀（昭和 45 年製作）
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梶野玄山 −花鳥山水画の世界−

　

梶か
じ

野の

玄げ
ん

山ざ
ん

は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
活
躍
し
た
白
山
市
出
身
の
画
家
で
す
。

今
回
は
、
玄
山
作
品
の
中
か
ら
孔
雀
画
、

山
水
画
を
中
心
に
、
玄
山
と
同
時
代
に
活

躍
し
た
白
山
市
出
身
画
家
の
作
品
と
併
せ

て
展
示
し
ま
し
た
。　

　

明
治
元
年
に
現
在
の
白
山
市
西
新
町
の

染
物
業
の
家
に
生
ま
れ
た
梶
野
玄
山
は
、

幼
少
期
か
ら
祖
父
よ
り
絵
画
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
ま
し
た
。
小
学
校
卒
業
後
に
は
金

沢
で
四
条
派
の
画
家
垣
内
有
嶙
に
師
事
し
、

同
三
十
一
年
に
は
京
都
へ
赴
き
ま
す
。
京

都
で
は
鈴
木
松
年
の
門
下
と
な
り
、
翌

三
十
二
年
よ
り
七
年
間
、
真
宗
京
都
中
学

校
絵
画
科
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
画
業
に

打
ち
込
み
、
全
国
絵
画
共
進
会
展
等
で
受

賞
を
重
ね
、
画
家
と
し
て
確
か
な
地
位
を

築
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
は
画
業
に
専

念
し
、
明
治
四
十
四
年
久
邇
宮
家
の
御
下

命
に
よ
り
画
を
描
い
て
以
来
、
多
く
の

皇
族
に
孔
雀
画
や
山
水
画
を
献
上
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
大
正
十
三
年
昭
和
天
皇
ご

成
婚
に
あ
た
り
依
頼
さ
れ
た
孔
雀
画
は
皇

室
の
御
物
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
生
涯
に

描
い
た
孔
雀
画
は
百
点
余
に
及
び
、
そ
の

送
り
先
は
孔
雀
画
納
品
芳
名
録
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
郷
里
に
戻
る
こ
と
な

く
昭
和
十
四

年
京
都
に
て

生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

今
回
、
掛
軸
、

屏
風
、
関
係

資
料
の
中
か

ら
玄
山
の
繊

細
で
華
麗
な

数
多
く
の
作
品
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
併

せ
て
紹
介
し
た
郷
土
の
画
家
二
階
堂
萬
山

や
莇
清
機
、
阿
閉
雲
崖
な
ど
の
作
品
を
通

し
て
、
玄
山
青
年
期
の
、
当
時
の
人
々
と

の
交
流
に
も
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
会
期
を
変
更
し
開
催
し
た
企
画
展
で
し

た
が
、
「
地
元
に
こ
ん
な
色
鮮
や
か
で
細

や
か
な
絵
を
描
く
方
が
い
ら
し
た
ん
で
す

ね
」
と
の
来
場
者
の
お
声
も
い
た
だ
き
、

郷
土
の
画
家
梶
野
玄
山
の
画
業
を
振
り
返

り
、
改
め
て
そ
の
彩
色
豊
か
な
作
品
を
再

認
識
す
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

貴
重
な
作
品
を
ご
出
展
賜
り
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
白
山
市
立
博
物
館　

小
森
）

白
山
市
立
博
物
館 
企
画
展

　
梶
野
玄
山　

― 
花
鳥
山
水
画
の
世
界 
―

会
期　

令
和
二
年
六
月
二
十
六
日
〜
八
月
二
十
三
日

老松孔雀図

渓山無尽図
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北前船の遺産 −白山市に残る夢とロマン−

　

文
化
庁
の
認
定
す
る
日
本
遺
産
「
荒
波

を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜
」
に
、

令
和
二
年
六
月
当
市
が
追
加
さ
れ
た
こ
と

に
あ
わ
せ
、松
任
地
域
の
海
岸
線
寄
り
の
神

社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
船
図
（
船
絵
・
船
図

絵
馬
）
等
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
前
船
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
頃

に
か
け
て
蝦
夷
地
（
現
在
の
北
海
道
）
と

大
阪
方
面
の
海
運
に
従
事
し
た
不
定
期
の

廻か
い

船せ
ん

で
、
衣
類
・
日
用
雑
貨
・
砂
糖
・
塩
な
ど

を
積
み
日
本
海
沿
線
を
北
上
し
、
ま
た
、

南
下
す
る
と
き
は
、北
米
や
木
材
・
海
産
物
・

乾ほ
し

鰯か

な
ど
を
積
み
、沿
岸
各
地
へ
運
び
ま
し

た
。
当
市
で
は
、
美
川
地
域
の
本
吉
湊
が

江
戸
期
か
ら
明
治
期
、
寄
港
地
と
し
て

繁
栄
し
、
独
特
の
文
化
・
伝
統
が
継
承
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
松
任
地
域
で
は
相
河
浦
が

着
荷
港
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
の
船
図
は
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
中
頃
に
か
け
て
運
行
さ
れ
た
北
前
船

な
ど
、
船
の
構
造
上
、
外
航
に
耐
久
性
が

な
く
、海
難
事
故
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

航
海
の
安
全
祈
願
や
、無
事
航
海
を
終
え
た

こ
と
に
対
す
る
感
謝
を
込
め
、
関
係
す
る

神
社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
三
月
か
ら

五
月
の
春
の
奉
納
は
「
航
海
の
安
全
祈
願
」
、

九
月
か
ら
十
一
月
の
秋
の
奉
納
は
「
祈
願

成
就
の
御
礼
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
船
図
十
一
点
を
展
示
し
、そ
の

中
で
、「
小
新
造
図
」（
徳
光
八
坂
神
社
蔵
）や

「
両
徳
丸
図
」（
石
立
諏
訪
神
社
蔵
）な
ど
は
、

北
前
船
が
描
か
れ
て
お
り
、
絵
師
は
、
大
阪

の
船
絵
馬
専
門
の
絵
馬
師
「
絵
馬
藤
」の
作

で
、大
変
貴
重
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
石
立
村
漁
舟
海
岸
の
図
」（
石
立

諏
訪
神
社
蔵
）
や
「
漁
舟
団
図
」（
笠
間

神
社
蔵
）
、「
漁
船
図
」（
倉
部
八
幡
神
社

蔵
）
な
ど
は
、
当
時
こ
の
辺
り
で
は
鯛
網
漁

が
盛
ん
で
、複
数
の
鯛
網
漁
船
が
帰
港
す
る

際
の
大
漁
を
喜
ぶ
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、

絵
の
表
情
な
ど
面
白
い
も
の
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

併
せ
て
、
北
前
船
寄
港
地
ゆ
か
り
の

「
引
札
」
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

「
引
札
」
と
は
、
商
店
の
広
告
チ
ラ
シ
の

こ
と
で
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
つ
く
ら
れ
、

明
治
に
入
っ
て
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

カ
ラ
フ
ル
な
色
使
い
で
、お
め
で
た
い
図
柄
や

華
や
か
な
錦
絵
、宝
船
な
ど
の
縁
起
物
な
ど

が
描
か
れ
、大
変
目
を
引
き
ま
す
。

　

発
行
さ
れ
た
地
域
は
、
北
前
船
寄
港
地

ゆ
か
り
の
場
所
が
多
く
、
当
時
の
人
々
の
各

地
で
の
交
流
や
、
船
に
よ
り
荒
波
を
越
え
て

運
ば
れ
て
き
た
様
子
な
ど
に
思
い
を
馳
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
常
は
、地
元
神
社
か
ら
外
に
出
る
事
の

な
い
絵
図
等
が
、
当
館
に
集
結
し
、
来
館
者

よ
り
「
壮
観
な
眺
め
だ
」
と
の
お
声
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、普
段
目
に
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
、
北
前
船
ゆ
か
り
の
作
品
な
ど
に

ふ
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
白
山
市
立
博
物
館　

村
西
）

北前船「小新造図」

鯛網漁船「石立村漁舟海岸の図」

郷
土
の
画
家
梶
野
玄
山
の
画
業
を
振
り
返

り
、
改
め
て
そ
の
彩
色
豊
か
な
作
品
を
再

認
識
す
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

貴
重
な
作
品
を
ご
出
展
賜
り
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
白
山
市
立
博
物
館

白
山
市
立
博
物
館 
企
画
展

　
北
前
船
の
遺
産　

― 
白
山
市
に
残
る
夢
と
ロ
マ
ン 

―

会
期　

令
和
二
年
十
月
十
六
日
〜
十
一
月
二
十
九
日
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千代と哥川　−俳人がつなぐ本吉湊と三国湊−

 
 

白
山
市
美
川
地
区
は
明
治
ま
で
北
前
船

の
寄
港
地
「
本
吉
湊
」
と
し
て
栄
え
、「
お

か
え
り
祭
り
」
「
御
酒
」
な
ど
独
自
の
文

化
が
花
開
き
ま
し
た
。
俳
諧
の
分
野
で
も
、

北
潟
屋
弥
左
衛
門
（
俳
号
大
睡
）
が
本
吉

を
地
盤
と
し
て
活
躍
、
幼
少
の
千
代
女
に

俳
諧
の
手
解
き
を
し
た
人
物
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え

た
、
隣
の
越
前
国
三
国
（
現
在
の
福
井
県

坂
井
市
）
で
は
女
流
俳
人
の
哥
川
が
有
名

で
す
。
哥
川
は
千
代
女
と
親
交
が
深
く
、

そ
の
交
流
は
晩
年
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く

続
き
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
六
月
、
美
川
地
区
の
本
吉
湊

関
連
資
産
九
件
が
日
本
遺
産
に
追
加
認
定

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
当
館
常
設
展
示

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

哥
川
（
一
七
〇
〇
？
―
一
七
七
六
）

　

江
戸
中
期
の
三
国
湊
の
遊
里
の
遊
女
、

俳
人
。
「
哥
川
」
は
俳
号
で
、
妓
名
は
「
泊

瀬
川
（
長
谷
川
）
」
、
本
名
は
吟
（
ぎ
ん
）
。 

一
説
に
は
吉
野
（
奈
良
県
南
部
）
の
出
自

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

哥
川
は
、
三
国
出
村
の
「
荒
町
屋
」
の

抱
え
遊
女
で
し
た
が
、
永
正
寺
住
職
で
美

濃
派
俳
人
の
永
言
（
俳
号
・
巴
浪
）
か
ら

俳
諧
と
書
を
学
び
ま
し
た
。
教
養
豊
か
で
、

能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

哥
川
は
千
代
女
と
は
若
い
頃
か
ら
親
交

が
あ
り
、
そ
の
関
係
は
晩
年
ま
で
続
き
ま

し
た
。
千
代
女
が
没
す
る
前
冬
、
哥
川
は

病
床
の
千
代
女
を
見
舞
い
に
、
遠
路
三
国

か
ら
松
任
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

大
睡
（
一
六
八
四
―
一
七
七
五
）

　

江
戸
中
期
の
加
賀
国
本
吉
の
俳
人
。 

大
睡
は
俳
号
で
、
通
称
は
北
潟
屋
弥
左
衛

門
。
最
初
は
帆
吹
、
次
に
半
睡
と
号
し
て

い
ま
す
。

　

本
吉
の
町
方
肝
煎
（
町
役
人
）
も
勤
め

た
大
睡
は
、
俳
諧
に
つ
い
て
は
最
初
に
美

濃
派
各
務
支
考
、
後
に
伊
勢
派
中
川
乙
由

と
交
流
し
、
若
椎
（
若
水
）
と
と
も
に
本

吉
連
中
（
俳
壇
）
の
指
導
的
立
場
に
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
千
代
女
の
幼
少
期
に

俳
諧
を
手
ほ
ど
き
し
た
人
物
と
し
て
も
有

名
で
す
。

　

大
睡
と
千
代
女
は
い
わ
ゆ
る
師
弟
関
係

に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
親
交
は
長
く
深

く
続
き
ま
し
た
。
大
睡
宛
の
千
代
女
書
簡

で
は
、
大
睡
の
こ
と
を
親
し
み
を
込
め
て

「
お
前
様
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
示
で
は
、
哥
川
と
千
代

女
の
合
作
軸
や
俳
書
な
ど
を
展
示
し
、
千

代
女
と
縁
が
あ
る
俳
人
た
ち
を
通
し
て
、

三
国
と
本
吉
、
北
前
船
寄
港
地
と
し
て
栄

え
た
二
湊
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
千
代
女
の
里
俳
句
館　

山
下
）

日
本
遺
産
認
定
記
念

　
千
代
と
哥
川
　
― 
俳
人
が
つ
な
ぐ
本
吉
湊
と
三
国
湊 

―

会
期　

令
和
三
年
一
月
十
三
日
〜
三
月
十
五
日

企画展示写真千代女と哥川の合作掛軸
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呉竹文庫　30 年を迎えて

　

令
和
二
年
度
は
、
呉
竹
文
庫
が
新
し
く

公
開
さ
れ
た
年
か
ら
三
十
年
と
記
念
の
年

で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
主
に
行
っ
て
き
た
展
示
は
、

設
立
者
熊
田
源
太
郎
の
業
績
・
人
柄
な
ど

を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
美
術
品
・
古

文
書
・
書
籍
な
ど
の
所
蔵
品
を
中
心
と
し

て
展
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
三
十
周
年
を
記
念
し
、
六
月
三
十

日
（
火
）
〜
九
月
二
十
七
日
（
日
）
に
開

催
の
夏
季
展　

光
の
中
「
絵
と
言
葉
い
ろ

い
ろ
」
と
題
し
て
、
当
館
で
絵
手
紙
教
室

を
開
催
し
て
い
る
森
秀
一
さ
ん
の
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
当
館
で
、
所
蔵
品
以
外

の
絵
を
中
心
に
し
た
展
示
は
初
め
て
で
す
。

第
一
部
と
二
部
に
分
け
一
部
作
品
を
入
れ

替
え
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
で
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
生
活
様
式

で
我
慢
し
て
い
る
方
が
多
い
時
期
に
、
元

気
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
込

め
て
、
人
に
良
い
と
か
い
て
「
食
」
と
な

る
漢
字
を
メ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。
真
っ
赤

な
ト
マ
ト
、
み
ず
み
ず
し
い
キ
ュ
ウ
リ
、

お
い
し
そ
う
な
絵
が
並
び
ま
す
。

　

第
二
部
で
は
、
海
外
に
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
時
節
で
し
た
の
で
異
国
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
森
さ

ん
が
海
外
に
行
か
れ
た
時
の
風
景
を
中
心

に
展
示
し
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
に
は
作
品
だ
け
で
な
く
作
品
の

タ
イ
ト
ル
や
説
明
な
ど
も
展
示
を
し
な
が

ら
、
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
自

体
が
作
品
の
よ
う
な
出
来
栄
え
で
、
飾
ら

れ
た
展
示
室
は
い
つ
も
と
は
違
っ
た
雰
囲

気
に
な
り
ま
し
た
。

　

十

月
十
六
日
か
ら
令
和
三
年
二
月

二
十
八
日
ま
で
は
、
日
本
遺
産
「
北
前
船

寄
港
地
・
船
主
集
落
」
〜
荒
波
を
乗
り
越

え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
〜
に

白
山
市
美
川
地
区
・
湊
地
区
が
追
加
認
定

さ
れ
、
当
館
所
蔵
の
資
料
が
構
成
文
化
財

の
一
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
記
念
と
な
る
展
示
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
当
館
で
北
前
船
関
係
の
展
示
を
行
っ

て
き
た
も
の
と
は
違
い
、
所
蔵
資
料
で
は

な
く
、
白
山
在
住
の
方
か
ら
資
料
を
お
借

り
し
「
北
前
船
ゆ
か
り
の
道
具
」
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

北
前
船
で
使
用
さ
れ
て
い
た
船
箪
笥
や

遠
眼
鏡
、
船
磁
石
な
ど
は
、
航
海
技
術
の

発
達
し
て
い
な
い
当
時
、
道
具
と
し
て
ば

か
り
で
な
く
、
乗
組
員
達
の
命
を
助
け
る

命
綱
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
船
箪
笥
は
、
海
に
投
げ
出
し
て
も

水
が
入
ら
な
い
密
封
性
と
誰
で
も
開
け
る

こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
緻
密
で
複
雑
な

カ
ギ
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
北
前
船
で

繁
栄
し
て
い
く
と
共
に
よ
り
精
巧
な
技
術

で
作
ら
れ
ま
し
た
。
利
便
性
だ
け
で
な
く

船
頭
の
ス
テ
イ
タ
ス
と
し
て
豪
華
な
金
具

で
彩
ら
れ
、
北
前
船
の
花
形
と
も
い
え
る

逸
品
で
す
。

　

お
蔭
様
で
ど
ち
ら
の
展
示
も
こ
れ
ま
で

呉
竹
文
庫
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
多
く

の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
川
ル
ー
ツ
交
流
館　

早
松
）

呉
竹
文
庫
　
三
十
年
を
迎
え
て

お借りした船箪笥
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『宇野主水日記』考

　

本
願
寺
坊
官
宇
野
主
水
は
顕
如
の
祐
筆

と
し
て
側
近
く
に
仕
え
、
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
か
ら
始
ま
る
「
鷺
森
日
記
」

「
貝
塚
御
座
所
日
記
」
「
雑
記
」
と
同
十
四

年
（
一
五
八
五
）
ま
で
の
政
治
史
や
災
害

な
ど
を
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

『
宇
野
主
水
日
記
』
と
い
い
ま
す
。

　

同
日
記
の
同
十
年
三
月
五
日
の
条
に

「
加
州
山
内
モ
彼
一
揆
等
取
出
テ
及
一
戦
。

則
キ
リ
マ
ケ
テ
三
月
一
日
落
居
云
々
。
生

捕
数
百
人
ハ
タ
モ
ノ
ニ
ア
ゲ
ラ
ル
ル
ト

云
々
」
と
語
り
ま
す
。
『
信
長
公
記
』
三

月
九
日
条
に
は
「
加
賀
国
白
山
の
麓
ふ
と

う
げ
と
云
う
所
に
、
卒
度
（
そ
っ
と
）
足

懸
り
を
拵
、
柴
田
修
理
人
数
三
百
ば
か
り

入
置
き
、
近
辺
知
行
の
所
務
納
置
き
候
処
、

賀
州
一
揆
手
合
わ
せ
と
し
て
蜂
起
せ
し
め
、

ふ
と
う
げ
へ
取
懸
け
攻
破
り
、
入
置
き
候

者
悉
く
討
果
し
候
。
爰
に
国
の
警
固
と
し

て
佐
久
間
玄
蕃
を
残
し
置
き
候
。
則
、
玄

蕃
ふ
と
う
げ
へ
責
上
り
乗
帰
し
、
一
揆
共

数
多
切
捨
て
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
加
賀
一
揆
最
後
の
組
織
的
戦
い
を

記
録
し
た
史
料
で
す
。
こ
の
時
期
、
織
田

信
長
は
甲
斐
武
田
を
打
倒
し
て
い
ま
す
。

一
方
大
坂
本
願
寺
を
退
城
し
た
あ
と
、
父

顕
如
か
ら
義
絶
さ
れ
て
い
た
新
門
教
如
は

織
田
の
追
及
を
か
わ
し
「
諸
国
秘
廻
」
し

て
い
ま
す
。
美
濃
越
前
に
同
九
年
の
冬
を

越
し
、
雪
解
け
を
待
た
ず
越
中
五
箇
山
を

目
指
し
て
加
賀
に
入
っ
た
と
伝
承
さ
れ
ま

す
（
吉
野
谷
願
慶
寺
）
。
情
況
を
見
れ
ば

加
賀
山
内
衆
が
敢
然
戦
い
を
挑
み
、
越
中

で
は
富
山
城
を
責
め
落
と
す
と
い
っ
た
信

長
の
甲
斐
攻
め
を
掣
肘
す
る
行
動
に
出
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
五
箇
山

に
退
い
て
い
た
城
端
善
徳
寺
を
頼
っ
た
教

如
の
指
導
に
見
え
ま
す
。

　

天
正
十
三
年
天
下
人
と
な
っ
た
羽
柴
秀

吉
の
「
越
中
佐
々
攻
め
」
が
始
ま
り
ま
す
。

本
願
寺
は
鷺
森
か
ら
貝
塚
、
そ
し
て
秀
吉

の
命
に
よ
っ
て
大
坂
天
満
へ
と
移
転
し
ま

す
。
顕
如
・
教
如
父
子
が
移
る
の
は
同
年

八
月
三
十
一
日
、
翌
閏
八
月
朔
日
に
は
教

如
は
秀
吉
の
戦
勝
祝
い
と
本
願
寺
移
転
の

「
御
礼
」
の
た
め
「
北
國
下
向
」
し
ま
す
。

　

「
貝
塚
御
座
所
日
記
」
に
よ
れ
ば
「
閏

八
月
朔
日　

新
門
様
北
國
御
陣
御
見
廻
ト

シ
テ
、
俄
御
下
向
。
越
前
サ
カ
ヒ
、
大
聖

寺
ニ
テ
秀
吉
へ
御
礼
御
申
ア
リ
テ
、
ソ
レ

ヨ
リ
越
前
加
賀
両
国
御
一
見
。
御
門
徒
馳

走
不
及
申
。
ソ
レ
モ
秀
吉
よ
り
御
異
見
ナ

ル
故
也
」
と
い
い
ま
す
。

　

三
年
前
ま
で
本
願
寺
領
国
で
あ
っ
た
加

賀
の
国
に
至
り
、
新
門
教
如
は
い
ま
そ
の

地
を
踏
み
し

め
て
い
ま
す
。

秀
吉
と
の
対

面
は
大
聖
寺

城
で
あ
っ
た

ろ
う
と
思
い

ま
す
。
当
時

秀
吉
は
天
下

人
と
し
て
の
地
位
を
着
々
と
固
め
て
い
た

時
期
で
す
。
城
内
で
目
通
り
し
、
誰
が
主

人
で
あ
る
か
を
加
賀
門
徒
に
周
知
さ
せ
た

で
あ
ろ
う
秀
吉
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

教
如
の
胸
中
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ

う
か
と
推
測
し
ま
す
。
対
面
を
終
え
た
教

如
は
越
前
加
賀
両
国
の
門
徒
を
訪
ね
、
と

も
に
し
た
苦
労
を
語
り
あ
っ
た
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
同
日
記
は
「
ソ
レ
モ
秀
吉
よ
り

御
異
見
」
で
あ
る
と
し
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
加
賀
門
徒
の
多
く
は
教
如

に
従
い
の
東
門
徒
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う

で
す
。

（
鳥
越
一
向
一
揆
歴
史
館　

西
出
）

『
宇
野
主
水
日
記
』
考

宇野主水日記
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中川一政「薔薇」1982 年

令和３年度前期行事予定

呉
竹
文
庫
春
季
展

「
歌
を
綴と

じ
る
」
〜
季
節
の
花
を
添
え
て
〜

令
和
３
年
３
月
16
日
火
〜
６
月
６
日
日

創
設
者
で
あ
る
熊
田
源
太
郎
が
愛
し
た

和
歌
の
中
か
ら
月
刊
誌
『
心
の
花
』
、
『
す

み
れ
』
を
中
心
に
季
節
の
花
を
主
題
に
し

た
掛
け
軸
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

詠
ま
れ
た
和
歌
だ
け
で
な
く
、
雑
誌
の

表
紙
の
美
し
さ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館
企
画
展

「
梅
と
桜
図
」

令
和
３
年
３
月
20
日
土
㊗

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
５
月
９
日
日

 

植
物
細
密
画
家
金
栄
健
介
さ
ん
が
描

い
た
全
国
で
も
兼
六
園
で
し
か
見
ら
れ

な
い
兼
六
園
菊
桜
を
は
じ
め
、
様
々
な

種
類
の
梅
と
桜
図
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

千
代
女
の
里
俳
句
館 

企
画
展

俳
句
と
写
真
展

令
和
３
年
６
月
12
日
土
〜
８
月
８
日
日

毎
年
実
施
し
て
い
る
恒
例
の
展
覧
会
で

す
。
今
回
は
「
夏
兆
す
」
を
テ
ー
マ
に
、

白
山
市
俳
句
協
会
会
員
に
よ
る
写
真
付
俳

句
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
他
、
松
任
写
真
同
好
会
会
員
が
撮

影
し
た
写
真
へ
投
句
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

本
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
観
覧
無
料

で
す
。

白
山
市
立
博
物
館 

特
別
展 

生
誕
１
０
０
年
記
念

人
間
国
宝 
刀
剣
作
家 
隅
谷
正
峯

　
　
　
　
ー 

思
い
は
鎌
倉
期
に
漂
い
て 

ー

令
和
３
年
４
月
24
日
土
〜
６
月
６
日
日

※
会
期
中
無
休

「
古
名
刀
の
再
現
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯

を
か
け
て
追
い
求
め
、
作
り
上
げ
た
隅
谷

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
館
料
／
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生

　
　

２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

白
山
市
立
博
物
館　

特
別
展
記
念
講
演
会

「
師
・
隅
谷
正
峯
を
語
る
」

　

令
和
３
年
５
月
22
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

講　
　

師
／
刀
剣
作
家　

宮
入
法
廣
氏

と

こ

ろ
／
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー 

プ
ラ
ラ

定　
　

員
／
２
０
０
人
（
抽
選
）

申
込
方
法
／
葉
書
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

（
一
人
一
枚
の
申
し
込
み
）

※
当
選
者
に
は
５
月
12

日
ご
ろ
「
入
場

整
理
券
」
を
発
送
予
定
で
す
。

※
当
選
発
表
は
入
場
整
理
券
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切
／
４
月
30

日
㈮

　
　
　
　
　

（
当
日
消
印
有
効
）

申

込

先
／
白
山
市
立
博
物
館

　

〒
９
２
０-

０
８
７
１

　

白
山
市
西
新
町
１
６
８-

１

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館

特
別
企
画　

所
蔵
全
作
品
公
開
展 

Ⅴ
期

百
花
撩
乱 
ー 

薔
薇
作
品
を
中
心
に 

ー

令
和
３
年
３
月
６
日
土
〜
８
月
29
日
日

　

当
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
容
を

展
観
す
る
特
別
企
画
展
の
最
終
回
と
し
て
、

「
百
花
撩
乱
」
と
題
し
、
薔
薇
や
向
日
葵
、

鉄
線
な
ど
花
を
描
い
た
作
品
を
中
心
に
公

開
し
ま
す
。
昨
年
春
に
特
別
企
画
の
Ⅰ
期

展
と
し
て
開
催
し
た
同
展
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
臨
時
休

館
の
た
め
十
二
日
間
の
み
の
公
開
と
な
っ

た
た
め
、
一
部
作
品
を
変
更
し
て
再
開
催

す
る
も
の
で
す
。
収
蔵
数
が
多
く
、
普
段

紹
介
し
き
れ
な
い
「
薔
薇
」
も
多
数
公
開

さ
れ
、
必
見
で
す
。
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金沢西I.C

白山I.C

徳光スマートI.C

美川I.C

小松I.C

小松駅

小舞子駅

北
陸
鉄
道
石
川
線

美川駅

加賀笠間駅

松任駅

白山市役所（本庁）

北
陸
自
動
車
道

西金沢駅

野町駅

鶴来駅

鶴 来

美 川

松 任

石川ルーツ
交流館

呉竹文庫

鳥越一向一揆歴史館

石川ルーツ
交流館

呉竹文庫

鳥越一向一揆歴史館

松任中川一政
記念美術館

松任ふるさと館

千代女の里俳句館

白山市立博物館

松任中川一政
記念美術館

松任ふるさと館

千代女の里俳句館

市民工房うるわし

松任学習センタープララ

松任文化会館
ピーノ

立体駐車場立体駐車場

白山市立博物館

松
任
駅

松任駅周辺

◆講演会等
◆講座
◆鉄道模型運行

◆歴史セミナー

①6/20 ②8/15 ④3/20

令和３年度　展示・行事予定

事業計画

白山市立

博物館

275-8922

千代女の里

俳句館

276-0819

松任中川一政

記念美術館

275-7532

石川ルーツ

交流館

278-7111

呉竹文庫

278-6252

松任

ふるさと館

276-5614

鳥越一向一揆

歴史館

254-8020

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特別展「生誕100年記念
人間国宝 刀剣作家
隅谷正峯 －思いは

鎌倉期に漂いて－」
4/24～6/6

企画展「Stones－白山手取川
ジオパークの石たち－」

7/9～9/5

Ⅴ期「百花撩乱
－薔薇作品を中心に－」前期

3/6～5/30

「歌を綴じる」展
3/16～6/6

2/5雪見茶会

2/4～3/6雛人形展

企画展
「加賀内乱～享禄の錯乱」（仮称）

7/24～9/20

企画展示
「石川中央都市圏

考古資料展」
10/22～11/21

9/18観月コンサート

9/18・19「月見夜灯」

9/19観月茶会

「呉竹文庫夏季展」
6/22～10/11

「呉竹文庫秋冬展」
10/26～2/20

「呉竹文庫
春季展」

3/8～6/5

Ⅴ期
「百花撩乱－薔薇作品を中心に－」後期

6/1～8/29

7/21～8/1 第27回花を描こう絵画展（市民工房うるわし） 11/28 特別展美術館句会
9/4 特別展オープニングコンサート／特別展会期中講演会開催

特別展 松任中川一政記念美術館開館35周年記念
「没後30年 中川一政展

－二つの中川一政美術館交流展－」（仮称）

9/4～11/28

2021後期展
「中川一政 書と陶芸の世界
－自在の境地にあそぶ－」

12/15～2/27

2022
春季テーマ展
（内容未定）

3/1～

臨
時
休
館

臨
時
休
館

企画展
「千代女の交友録」

9/11～10/24

俳画の愉しみ展
1/15～3/13

俳句協会
会員展

10/30～
11/14

千代女・
一茶交流
パネル展
12/11～
12/26

4/22ミニコンサート 7/25 夏休みキッズプログラム「一政に挑戦！ 油絵体験」
10/18 0歳からの家族鑑賞会「ミュージアムスタート」

美術館講座「中川一政文集を読むⅩ」 ①6/12 ②8/7 ③10/2 ④12/11 ⑤2/12

4/22音楽祭コンサート

4/24～市民俳句教室10回開催 文学散歩

4/25音楽祭茶会

春期俳句ポスト選句 7/4七夕茶会 夏期俳句ポスト選句

10/9千代女全国俳句大会

秋期俳句ポスト選句

12/4俳句講座 俳句ポストパネル展

冬期俳句ポスト選句

5/8～少年少女俳句塾9回開催 11/27千代女少年少女全国俳句大会表彰式

立夏展示替 立秋展示替 立冬展示替 新年展示替 新春展示替

企画展
「梅と桜図」
3/20～5/9

企画展
「本吉の北前船」
10/21～11/28

6/20篠笛コンサート
6/12「手取川の氾濫 昭和9年の記録 今語る」

7月下旬 ペットボトルでペンケースを作ろう
7月下旬 ペットボトルを使ってグライダーを作ろう

毎月、第１日曜日　あぐら茶会（１月、10月は休み）　　不定期　文化教室茶会

7/4 山中節を楽しむ会

秋頃 ヨシ笛コンサート

※各館のイベント等は白山ミュージアムポータルサイト  http://www.hakusan-museum.jp/ で紹介
　しています。日程等が変更になる場合があります。詳細については各館までお問い合わせください。

4/15音楽祭コンサート 8/4夏休み工作教室 11/13・27・12/11古文書講座 3/6刀の手入れ教室
8/11講演会「白山のいしころたち」5/22講演会「師・隅谷正峯を語る」

企画展「くらしと
道具のうつりかわり」

1/21～3/6

企画展「近代の
洋画展（仮称）」

10/15～11/14

スポット展示
「石川中央都市圏

考古資料展」
11/26～12/26

白山ミュージアム

企画展
「俳句と写真展」

6/12～8/8

2020-21特別企画　所蔵全作品公開展

③10/17、ミニSL、ミニ新幹線乗車会


